
口絵 1：スイスアルプスTansa OCT（Ocean Continent Transition：海洋‒大陸遷移帯） 
で見られる大陸の断裂

Pictorial 1：Continental Breakup Seen in Tansa OCT（Ocean Continent Transition） 
in Alps in Switzerland

IODPでは深海掘削の提案の一つとして大陸断裂域の掘削を検討するワークショップを 2006年 9月 15日から
18日スイスの Pontresinaにおいて開催した．筆者はこの会議に参加する機会を得た．その際，アルプスで見
られる大陸断裂のフィールドトリップに参加した（Manatschal et al., 2006）．イタリアとの国境に近い Tansa
（図 1, 図 2）では大陸の断裂によってマントルが地上に露出していると解釈されている．マグマに枯渇した大陸
地殻の断裂縁辺の断裂モデルは Lavier and Manatschal（2006）を参照．

図 1　アルプスの主要地質区分図（Manatschal et al., 2006）．44‒48.5°N, 6‒17°Eの範囲．

図 2 スイス北東 Grisons 地域のテクトニックマップ．主要なアルプス型テクト
ニックユニットと Tansa OCT（Ocean Continent Transition：海洋‒大陸遷
移帯）位置を示す（Trumpy, 1972 ; Froitzheim et al., 1994）．



図 3　SEスイスの Grisonsにおける Tansaナッペに露出した海洋‒大陸遷移帯（OCT: Ocean Continent Transition）
の外観．マグマ活動を伴わない大陸地殻の断裂によりモホ面が地上に露出している．
UTD: Upper Tansa Detachment ; LTD: Lower Tansa Detachment（Florineth and Froitzheim, 1994）.

図 4　図 3とほぼ同じ地域を撮った写真．左から右に Piz Minschuns‒Piz Oscar‒Piz Nairの山頂が見える．Piz  
Oscarの左側及び Piz Nairにおいて蛇紋岩化したマントルが露出する．（2006/9撮影：笠原順三）．
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図 5　Tansa OCTの地質（Florineth, 1994）．Piz Minschuns から Piz Oscarの部分．

図 6　Piz Oscarを写した写真．リソロジーは図 5の右半分を参照．図で赤黒
く見える部分が蛇紋岩化したマントル．（2006/9撮影：笠原順三）．

図 7　Piz Oscar左側の蛇紋岩路頭（図中赤黒く見える部分；図 3参照）．（2006/9
撮影：笠原順三）．

SW Piz Minschun Grond Piz Oscar see Fig.27 NE

Piz Cl, nas

Serpentinit Kristallinbrekzie

Tonschiefer-Fm.

Sandstein-Fm.

Brekzien-Fm.

Tasna-Flvsch-Fm.Tristel-Fm.

Amphibolit

Tasna-Granit

口絵 1（つづき）：スイスアルプスTansa OCT（Ocean Continent Transition： 

海洋‒大陸遷移帯で見られる大陸の断裂
Pictorial 1：Continental Breakup Seen in Tansa OCT（Ocean Continent Transition） 

in Alps in Switzerland

Piz Oscar
↓

Piz Oscar
↓



図 8 右端の黒色の山体が Piz Nairの山頂．山体全体が蛇紋岩化したマントル
物質．（2006/9撮影：笠原順三）．

図 9　Piz Nairの山頂．全体が蛇紋岩化したマントル物質．（2006/9撮影：笠原順三）．
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（笠原順三　Junzo KASAHARA）
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